
参加無料

オンライン開催

⼤規模⾔語モデル（LLM）を⽤いた
語学⽀援ツール「�����������������������」を
⽤いて、学習者の主体性や意欲がど
のように変化していくのかをTEM
（複線径路等⾄性モデリング）を⽤
いて分析する⽅法について発表する
予定です。分野・所属問わずどなた
でもご参加ください。
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URLまたはQRコードより
お申込みください

発表者 杉山 滉平 氏
⽴命館グローバル・イノベーション
研究機構（R-GIRO）研究員

主催 立命館大学ものづくり質的研究センター

共催 記号創発システム科学創成―実世界人工知能と次世代共生社会の学術融合研究拠点 （第4グループ） 
記号論的文化心理学の理論深化と 次世代共生環境デザイン

お問い合わせ 立命館大学ものづくり質的研究センター    mdz.ritsumei@gmail.com 

TEMとLLMを活⽤した
主体的な学びの可視化への挑戦

英語教育AI ⼼理学× ×

https://x.gd/xp8zc
お申し込みはこちらからお申し込みはこちらから

第28回研究会
質的研究センター主催ものづくり


